
体と心の性が一致しない
− 考えさせられた

ある中学1年生の作文 −
おるご～る
男女共同参画
わこうプラン推進委員だより わこうプラン推進委員

浅野 里香総務人権課　☎424-9094
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　当コーナーの担当、総務人権課のAさん
が「内容が素晴らしかったため、よろしけ
ればお読みください」と、全国中学生人権
作文コンテストの受賞作を送ってくれた。
非常に「読ませる」内容に大いに驚いた。書
き手は中学1年生。戸籍上の性と心の性が
一致しないことをベースに「ふつう」とは
何かを考え、悩みながらも「自分らしくあ
ること」を宣言していた。一部を引用する。
　“誰かにとっての「ふつう」は他の人か
ら見れば「異常」で、「ふつう」かどうかなん
て、「ふつう」だと思う人の数と「異常」だと
思う人の数を比べて、どちらが多いかで
決まっているようなものだ” “女子は女子
らしく、男子は男子らしく。これが「ふつ
う」なら、「私が私らしく」あることがなぜ

「ふつう」ではなくなるのだろう” “作文を
書くときに『私』と書くことにも違和感を
覚えるようになった”
　男子はズボン、女子はスカートといっ
た性別による固定概念への疑問が行間か
らにじむ。また、日本語は一人称が性別で
分かれているため、体と心の性が一致し
ないと自分を表す言葉にすら悩むことに

なると気づかされた。
　そんな話を上述のAさんに伝えたとこ
ろ、関連情報を寄せてくれた。東京オリ・
パラに向け性的少数者の情報発信拠点
となる「プライドハウス東京レガシー」が
オープンしたという。そしてオープンの
10月11日はカミングアウトデー。拠点を
通じて性的少数者の支援をする元プロバ
スケット選手のヒル理奈さんが記者会見
でトランスジェンダーであることをカミ
ングアウトしたのである。ヒルさんはイン
タビューで「若い世代に向けて、色々な生
き方があってもいい、生き方として僕のよ
うな表現の仕方もあるよ、と勇気を与え
られたらという思い『NumberWeb※』」が
あったと語っていた。情報化社会に生き
る私たちである。「思い」はきっと届くだろ
う…。願いを込めながら記事を読んだ。

◦�トランスジェンダー：自己認知する性と
出生時の性が一致していない人のこと
全般を指す。
※�Number�Web：スポーツ総合雑誌
『Sports Graphic Number』の公式サイト
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　市制施行50周年の今年、オリン
ピック・パラリンピックが開催される
はずでした。
　春先から世界中を混乱させている
コロナ騒動で緊急事態宣言がだされ
オリンピックは一年延期、学校は休
校、外出自粛で外に出ない。仕事はテ
レワーク、緊急事態宣言が解除され、
移動が自由になったとは言え夏休み
は大幅に短縮、グループ活動、プー
ルも中止、マスクの着用、朝の検温、
手洗い、消毒はかかせない、三密を避
けて買い物はメモを片手にまとめ買
い、更に5年に一度の国勢調査、コロ
ナ禍で対面を避けて書類は全てポス
ティング。
　この一年、非常事態が続き、やりた
い事よりも、やらないといけないこと
に追われ続けた一年でした。市民と
市が協働で行う「心を込めた花で明る
い街づくり」は市内の小中学校、高校、
特別支援学校等で花プランターにパ

ンジー等の苗を子ども達、生徒達が
心を込めて植え付けして花の育成に
励み、その後駅前道路、駅前広場に並
べて多くの市民、更に和光に来られる
遠来のお客様を心からお迎えしよう
とする活動です。子ども達の元気な
姿、街を行き来する市民の姿、迎える
年が変わりゆく景色の中で明るい希
望があり何でもない事が楽しめる年
でありますように…。

まちの見聞特派員  井上 良美

変わりゆく景色の中に
希望と楽しさを

そっと撫で 大きくなれと 願う子ら

▲�12月中にご来店のお客様に、シャ
ンプー&トリートメントの試供品
をもれなくプレゼント！

▲�お隣には松田さんのお母様が
経営する美容室が。85歳で現
役バリバリの美容師さんです

広めの間隔をあけパーテーショ
ンで仕切られた席は、このご時
世、安心感にもつながりますね

2017年にリフォームしたばかり
の真新しい店内。ゆったりとリ
ラックスすることができます
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おかげさまで創業90周年
地域のお客様といつまでもヘアーサロン

ブロンド

　今回は「とん作」よりバトンを受けた「ヘアーサロンブロンド」のご紹介です。
お客様のなかには、親子3世代でご来店になる方もいるというこちらのお店。そ
れもそのはず。2020年に創業90周年を迎えた、和光市でも指折りの歴史を誇
るヘアーサロンなのです。現在の代表を務める松田 秀幸さんで三代目。和光市
白子の本店、成増店、丸山台店の3店舗を経営していらっしゃいます。
　そんな松田さんに長く愛される秘訣を伺うと「地域のお客様に可愛がってい
ただけるよう、誠実に経営しているだけです」と謙虚な言葉が。しかし、低料金
のヘアカットが台頭している今、ヘアーサロンが生き抜くのは決して簡単なこ
とではないはずです。昭和、平成、令和と時代を超えてお客様から愛され続け
る理由は、こんなところに隠されていました。
　「ヘアカットはもちろん、クレンジングやローションパックといったサービス
にも力を入れています。どれも丁寧に時間をかけて行いますので、お客様一人
あたり1時間ほどかかることも。せっかく足を運んでいただいたのですから、心
からリラックスしていただきたいと考えています」と松田さん。

　2017年にリフォームしたばかりの本店の店内は広く解放的で、一人あたりの
スペースもゆったり広々。各席の間はパーテーションで仕切られているため、
半個室のような気分でサービスを受けることができます。
　また、この広々としたスペースとパーテーションは、昨今
のコロナ禍でソーシャルディスタンスが求められるなか、プ
ライベートな空間を演出するだけでなく、お客様に安心を
ご提供する意味でも役立っているとのこと。「リラックスし
ていただくには、安心は大きな条件ですからね」と松田さん。
　最後に、読者の皆さんへこんなメッセージをいただきました。「平日割引を実
施しておりますので、お時間のある方は平日のご来店がおすすめです。サービ
ス内容などの詳細は、ぜひ当店のホームページをご覧ください!」。
ヘアーサロンブロンド https://blonde-group.com

次回は、 白子川のほとりの 『伊藤金網』 へ バトンタッチ!!

【ヘアーサロンブロンド】
白子2-14-16 ☎466-1234
営業時間／ 平日 9：00〜19：00 日・祝 8：30〜18：30
定休日／月曜日・第1・2・3火曜日

12月中、ご来店のお客様にシャンプー＆トリートメントの試供
品をお1人様1セット差し上げます。お会計の際に「広報わこうを
見た」とお伝えください！

ヘアーサロンブロンドからのお知らせ!

「小さな移転はありましたが、�
90年間ずっとこの地域で営業し
ています」と、現社長の松田さん

代表の松田�秀幸さん（左）
とスタッフの金井さん（右）

No.31バトンリレーキラリ
輝く

問 �秘書広報課�広報広聴担当�
☎︎424-9091
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